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プロジェクトの目的・活動・共同研究者 
 

■趣旨・背景 

このプロジェクトでは、以下の 3 つのテーマを基本に掲げ、当初は欧米諸国の災害復

興プロセスと中越の災害復興プロセスを比較検討、研究してきた。  

「成熟社会における復興概念の比較研究」  

「中越の復興プロセスの研究」  

「市民参画によるまちづくりモデルの研究」  

そこで、2007 年 4 月にアメリカ・サンタクルーズ市へ調査団を派遣し、1989 年 10 月

17 日にアメリカサンフランシスコ沿岸で発生した「ロマプリータ地震」における復興プ

ロセスについて、現地の関係者からヒアリングを行った。  

サンタクルーズの視察においては、「復興ものがたり」と呼ばれている一つの復興手

法を現地調査し、それが中越大震災の被災地の復興の良い手法となり得るか検討した。 

しかしながら結果として、アメリカではサンタクルーズの事例を「復興ものがたり」

という一つの手法としての認識はされていなかったが、中越地域における復興プロセス

との比較検討により「ものがたり復興」とも呼べる手法が導き出された。  

しかし、奇しくも視察の直後の 2007 年 7 月 16 日に発生した中越沖地震においては、

アメリカ・サンタクルーズと同じような地方都市の柏崎市が大きな被害を受けた。そこ

で、この委員会の方向性を変え、中越大震災、中越沖地震という 2 つの地震災害におけ

る被災地の復興・再生の支援を進めるとともに、他地域にも有効な社会提言・政策提言

等を行なうことを目的として、復興支援プログラム策定における理論的整理、「ものが

たり復興」手法の一般モデル化、「ものがたり復興」活用による地域力解析モデルの検

討などの調査研究を行った。  

 

■平成 21 年度の研究テーマ 

昨年度の研究成果を活用・発展させ、以下のような観点から検討を進め、「もの

がたり復興」の体系的な整理と、活用に資する資料化を図る。 

①「ものがたり復興」の特性や要件、成功のポイントや課題等を分析・整理し、

体系化など災害からの復興手法としての確立をめざす。 

②行政や中間支援組織など復興に関わる人たちに、「ものがたり復興」という手法

を理解・共有してもらえるような、入門書的な報告書のとりまとめを検討する。 

③「ものがたり復興」の有効性とともに、事例の分析や研究会での意見交換等で

得られた課題や問題点等を明確に提示し、今後の取り組みや研究の参考とする。 
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